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scece shot subtitle object narration part music／sound liric
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1 1 居間にて、どなりつける叔父。うつむきながら謝る母 叔父：・・・もあんな事言い出したりし

て、よくも俺の顔に泥を塗ってくれた
な。
母：泥を塗るなんて、【そんなこと
思っちゃいませんよ？】
叔父：ほら、【せんぽう？】いって、こ
んな大恥かいたの初めてだ。親工
場の若旦那怒ってしまったんじゃか
ら、うちの商売だって上がったりだ。
母：すみません。

2 怒る叔父 叔父：益子があんな体になったから
こそ、先方へ断る口実もつくようなも
ののあんまり馬鹿にしなさんな。

3 叔父の怒りを耐えて聞く母 叔父：誰のおかげで今日までやって
きたと思うんだ。

4 怒鳴る叔父 叔父：それをよく考えて見なさい。今
後もうこのうちの事は俺は一切知ら
んからな。今日まで可哀想だと思っ
て。月割りにしていた残りの金、これ
さあ返してもらおう。差っぴいて700
円だぜ。700円返してもらおう。

5 叔父の怒りを耐えて聞く母 母：そんな無理な事おっしゃったって
6 怒鳴る叔父 叔父：どっちが無理か考えてみなさ

い。
7 話す叔父と母 母：じゃあ、来年まで待ってください。

あの子の為にかけておいた簡易保
険も満期になるし、会社のほうから
いただいたお見舞いやなにやかや
を集めればそれぐらいにはなりま
す。あの子の為に手をつけたくない
と思ってましたけど

8 怒鳴る叔父 叔父：馬鹿なこといいなさんな。
英子：おじさん

2 1 叔父に挨拶をする英子 英子：暫くでございます。
2 挨拶をする英子、叔父、母 叔父：何？誰だお前さんは。

英子：松村の娘ですの。英子です。
3 微笑む叔父 叔父：うーん。今ちょっと込み入った

話だからな。
4 話す英子 英子：その込み入ったお話のことで

来たんですのよ。
5 驚く叔父 叔父：う？うー何？
6 話す英子 英子：うちの父がよく話してましたけ

ど、そのお金は本当はおじさんに払
わなくても済むお金なんだそうです

7 驚く叔父 叔父：うーん、何だと。お前ら子供の
知ったことじゃない。

8 話す英子 英子：ここのお父さんとうちのお父さ
んとの共同のお店をおじさんの上手
い具合にされたそうじゃありません
か。でも益子さんたちが折角今まで
おじさんに払ってらしたんだから、今
さら文句を言うわけじゃありません

9 話す叔父 叔父：うーん、娘っ子の分際でこん
な話を。

10 話す英子 英子：2,3ヶ月待ってくださいよ。必ず
お返しできるようにしますから。

11 英子の提案に驚く母 母：英子さん、そんな
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12 話す英子、話を聞く母と叔父 英子：大丈夫よおばさん。益ちゃん
の将来のためのものまでこんなこと
で手をつけちゃいけないわ。こっち
のほうはあたし達みんなでなんとで
も考えますから。

13 話す英子 英子：おじさん、それでいいんで
14 怒鳴る叔父 叔父：なんだと、そんな。
15 叔父をにらみつける女性車掌達8人くらい
16 立場が悪くなった叔父
17 真剣な表情の英子
18 話す叔父 叔父：この頃の娘はどいつもこいつ

も不良ばっかりじゃ。とにかく
19 怒鳴りつけ家を出ていく叔父、うつむく母、英子と女性車掌

達8人くらい
叔父：もう一度来るからな。こんな不
良娘相手じゃ話にならん。

3 1 会社の一室にて、集まっている英子と女性車掌達20人くら
い。英子を呼びに来た岡本

英子：そんなわけですから、みんな
でたとえ50銭でも1円でも集めてあ
げたいと思いますが、皆さんいかが
でしょうか？
女性車掌達：(賛成する女性車掌達
の返答)賛成です。賛成。賛成です
わ…

2 部屋を離れていく岡本と英子 岡本：ちょっと話あるんだけど、来て
くれないか。
英子：ええ

4 1 車庫にて、話す岡本と英子。背後には働く職員達 岡本：実は夕べ宮本君から事情を
聞いたんだ。小山君□□使ってくだ

2 驚く英子 英子：えっ。まあ、どうして。
3 話す岡本 岡本：僕の責任で小山君に怪我をさ

せてときながら何もしてあげられな
かったんだ。気持ちよく受け取ってく
ださい。

4 お金を差し出す岡本、もらったお金に戸惑う英子 英子：でも、悪いわ。
岡本：小山君が幸せになる事だった
ら、それに責任上僕の気持ちが許さ
ないんだ。受け取ってください。
英子：まあ、岡本さん
岡本：小山君が幸せになる事だった
ら、それに責任上僕の気持ちが許さ
ないんだ。受け取ってください。

5 お金を託し立ち去る岡本と受け取る英子 岡本：何も言わんで頼むよ。
5 1 バスの停車場の様子、車庫から出てきた英子、英子のもとに

寄る益子と時枝
益子：英子さん。
英子：あら、どうしたの。そんな無理
していいの。

2 英子に話す益子、話を聞く英子、益子に肩を貸す時枝 益子：ええ、【とうきょう？】の願書も
出すし、それに皆にも会いたかった

3 (益子と時枝の後姿を正面にしてみる)益子と時枝、話す英 英子：そう、とにかく中入りましょう
4 会社の中へ入っていく益子、英子、時枝 英子：みんないるわよ。さあ入りま

しょう。
6 1 事務所に入る益子、英子、時枝。女性車掌達が益子のもと

に集まってくる。益子に話しかけに来た原田
女性車掌1：ねえ小山さんよ！
女性車掌達：(益子を心配しつつ歓
迎する声)大丈夫だった？よかった
わね！心配しちゃったわ！…
原田：小山君、もう□□□□□はい
いのかね？
益子：ええ、おかげさまで、もう□□
□いいですの。

2 話す原田、話を聞く女性車掌達 原田：ああそれはよかった。君のこ
とが本社で評判になってね、国旗に
対する精神的模範だと言う事で君が
全快したら表彰することになったよ。
女性車掌達：まあ
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3 喜ぶ英子 英子：まあ。
4 うつむく益子
5 話す原田、うつむく益子、喜ぶ時枝と女性車掌達 原田：あーそれにこの営業所から表

彰者を出したと言う事は一同として
実に喜ばしい事です。

6 喜ぶ女性車掌達
7 喜ぶ女性車掌達
8 喜ぶ女性車掌達
9 益子に話す原田、うつむく益子、2人の様子を見守る時枝と

女性車掌達
原田：それから、これは改めて話す
が、君の希望さえあれば不自由な
体でも差し支えのない、ここで事務
を執ってもらってもいいと思っている
んだが。
女性車掌達：まあ
原田：まあ、その話は後にしよう。

10 感激する益子 益子：ありがとうございます。
11 皆に話す益子。祝福する時枝、女性車掌達。話しかけに来

た男性職員、男性職員から報告を受ける原田。
益子：皆さんにはなんとお礼を言っ
たらいいか
女性車掌2：益子さんそうなるといい
わね。
女性車掌3：益ちゃんが□□□□□
□□□早く見たいわ！
女性車掌達：(笑い声)
男性職員：やあ、おめでとう。【くうき
は？】終わりました。
原田：あ、そう。

7 1 女性車掌達に政子が退職することを告げる。ドア口に顔を向
ける一同。赤ん坊を抱えた政子とその兄が部屋に入ってく
る。政子たちを部屋に通した男性職員1人

原田：えー、それから太田政子さん
がこのたび家庭の事情で突然おや
めになることになりました。
女性車掌達：□□政子さんが。【どう
したのでしょう？】

2 赤ん坊を抱えた政子とその兄が益子、時枝、女性車掌達の
もとにやってくる。政子たちと入れ替わって立ち去る原田。3
人を出迎える益子、時枝、女性車掌達。

政子：益子さんよかったわね。
益子：ありがとう。
政子の兄：みなさん、政子が大変お
世話になりまして、お礼の申しようが
ありません。政子はずっとこちら働く
事になっておりましたが、この子が
大きくなるまで一緒にいたいと申し
ますので、向こうへ一緒に来てくれ
ることになりまして、今日これから国
に帰ろうと思います。会社のほうに
も今お許しを得ましたし、どうか皆さ
んもお元気で。
女性車掌達：(政子を惜しむ声)さみ
しくなっちゃうわ…
政子：皆さんにはいろいろと迷惑の
掛けっぱなしで、あたしもいろいろ考
えたんですが、母親のいないこの子
のことを考えると、今あたしが離れる
ことはどうしてもできないんです。思
い切って兄と一緒に行く事にしまし
たが、どうか皆さんもお元気で。
益子と女性車掌達：(政子を惜しむ

3 話す英子と政子、2人の話を聞いている益子と女性車掌達 英子：お名残惜しいけど、あたし達
は止めないわ。それが政子さんの
一番立派な道だと思うんですもの。
急で送別会もできなかったけど、あ
とで何か記念品を贈りますわ。

4 話す政子、後ろに女性車掌達 政子：ええ、ありがとう。益子さんも
早くよくなってね。
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5 話す益子、後ろに時枝、女性車掌達 益子：ええ、あんたも体に気をつけ
てね。

6 お辞儀し合って別れを告げる一同、後ろにその様子を見守る
原田

英子：じゃ政子さんお大事にね。
政子：ええ、ありがとう。
女性車掌4：ご幸福を祈ってよ。
益子：お元気でね。
政子：ではみなさん。お気をつけて
益子、時枝、女性車掌達：(政子を送
り出す声)お気をつけて…

7 静江が政子に自分のバスに乗るよう声をかける。一同笑い
合って外へと出ていく。

静江：東京駅でしょ。
政子：ええ
静江：じゃあたしの車に乗ってよ。あ
たし今日からどくしゃよ。
政子：じゃあ、出初め式ね。
益子、時枝、女性車掌達：(笑い声)

8 1 駐車場にて並べて止めてあるバス、別れを告げあう政子、赤
ん坊を抱いた兄、益子、時枝、女性車掌達10人くらい。出向
の準備に先にバスに向かう静江。

英子：静江ちゃん、頼むわよ。
静江：引き受けたわ。
英子：お元気でね。
政子：ええ。
英子：あたし達送れないから。
政子：ええ
女性車掌5：お達者でね。
政子：ええ、ありがとう。
女性車掌6：政子さん、お手紙頂戴
ね。
政子：ええ、出すわ。
政子：じゃあ、さようなら。

2 政子を見送る益子、時枝、女性車掌達10人くらい 一同：さようなら。
英子：いい兄さんね。あたしにもあん
なしっかりした兄さんがあったらな
あ。
益子：もう、清一さんのことを言わな
い約束でしょ。
英子：皆それぞれの道ってものね。
政子さんもずいぶん頑張ったけど、
これからまだまだね。
益子：そうね。
時枝：姉さん、あたしここで働くことに
なって本当によかったわ。皆いい人

3 時枝の発言にこたえる益子、後ろに女性車掌達 益子：そうよ。
4 話す時枝、後ろに女性車掌達 益子：きっと姉さんに負けない模範

生になってみせるわ。
5 時枝の発言にこたえる益子、後ろに女性車掌達 益子：そうなってね
6 微笑む英子、後ろに女性車掌1人 ○

9 1 バスの停留場の様子、並んで止めてあるバス、発車しようと
しているバス1台

○

2 バスが発車することに気づいた英子、英子と別れる益子、時
枝、女性車掌達

英子：あたし出航だから行ってくる
わ。
益子：ええ。
英子：益ちゃん、今夜帰りに寄るわ
ね。いろいろといいお話があるの。
益子：ええ、待ってるわ。

○ 青い服に輝く若さを

10 1 バスの停留場の様子、バスが街へ向け発車していく。バスを
整備する職員達、働く女性車掌達

○ 秘めて街に咲くバスの花歓喜に満ち
て朝早く職場に向かう人々の足とな

2 見つめる益子、女性車掌達 ○ 秘めて街に咲くバスの花歓喜に満ち
て朝早く職場に向かう人々の足とな

11 1 生活の歓び　　完 ○ 乙女の戦士
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